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は FOSHU（Food for Specified 
Health Uses）と し て、「 栄 養 機
能 食 品 」は FNFC（Food with 



















































ス 、 グアーガム分解物 
オリゴ糖 ： 　大豆オリゴ糖 、
フラクトオリゴ糖 、 乳果オ
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の視点から、2002 年 12 月より


































１） 非栄養性機能物質の抽出 ・ 測定 ・ 機能性評価に関す
る標準化技術の検証 ・ 開発　→　機能性と安全性の評



















維持に関する科学的エビデンスを、 先端技術 （ゲノミクス、 プ










６） 健康 ・ 運動支援ツールの評価と開発
図表 7　「食と運動の機能性に関する研究会」における目的と研究内容
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安 全 局（European Food Safety 
Authority : EFSA）、米国食品医薬品



















大学 ・ 研究所 ・ 研究支援機関
役割 ・ 機能
Wageningen University & Research Centre:
　- Wageningen Institute for Food Safety 27)
　- Agrotechnology and Food Science 
Group 28)
　- Plant Research International 
Wageningen 29)
　- Animal Sciences Group 







TNO Food & Nutrition 30)
基礎研究成果の企業への技術移管、 企業
からの委託研究
NIZO Food Research （NIZO 食品研究所） 31)
基礎研究成果の企業への技術移管、 企業
からの委託研究










Top Institute Food and Nutrition 34)
健康に寄与する新食品を提供するために必
要な技術支援











・ ヒトボランティア試験　 ・ 試験のデザイン
・ 腸内細菌 / 免疫試験　　　 ・ アレルギー試験
・ 栄養、 化学物質、 微生物などの各種分析
・ 栄養評価　　　 ・ 栄養ゲノミクス
・ バイオマーカーの同定　　 ・ 疫学試験
法規制調査から申請登録まで




































































































NIH からの資金を得た UC Davis 
（カリフォルニア大学デイビス
校 ）に Center of Excellence for 
Nutritional Genomics が 設 立 さ
れた。



























































































　 コ ロ ラ ド 州 に 拠 点 を 置 く
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医学博士　血液の生化学、神経細胞の
再生研究、創薬基盤研究などを経て、
現在、バイオテクノロジーを利用した
新しい研究開発と事業化の企画に携わ
る。バイオテクノロジーは、医療（Red-
bio）、農水環境（Green-bio）、工業（White-bio）
と広く使われているので、今忙しい。
